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観閲式における観閲官（防衛大臣、防衛副大臣、防衛大臣政

務官等）の答礼要領について

１ 栄誉礼

観閲官は、観閲部隊の中央前方（あらかじめ準備）に位置し、観閲部

隊から栄誉礼を受け、これに対し答礼を行なう。

答礼は、指揮官の「捧げ銃」の号令があり、指揮官自らも敬礼したの

ち、帽子を左胸にあてて行ない、音楽「栄光」の終了直後（「立て銃」

の号令の直前）もとの姿勢に復する。

２ 巡 閲

(1) 観閲官は、指揮官の先導により部隊の右翼から巡閲する。

(2) 観閲部隊内の各中隊（大隊）は、観閲官が中隊（大隊）の右約６歩

に近づいたとき中隊長（大隊長）の号令により「頭右」の敬礼を行な



い、中隊（大隊）の左約６歩にはなれたとき「直れ」を令する。

(3) 観閲官は、前号の敬礼に対し答礼を行なう。

答礼は、指揮官の「頭右」の号令があり、指揮官自らも敬礼したの

ち、帽子を左胸にあてて行ない、適宜（あまり長くならないように）

もとの姿勢に復する。

(4) 指揮官（先導者）は、全部隊の巡閲を終つたときは、観閲官に対し

指揮者のみの敬礼を行なう。観閲官は、これに対し(3)に準じ答礼を

行なう。

３ 観閲行進

(1) 観閲部隊の各中隊は、中隊長が観閲官の前方約６歩手前に来たとき

中隊長の号令により「頭右」の敬礼を行ない、中隊の後尾が観閲官か

ら約６歩を過ぎたとき「直れ」を令する。

(2) 観閲官は前号の敬礼に対し答礼を行なう。答礼の要領は、２の(3)

（巡閲の場合）に準ずる。

(3) 指揮官は、観閲行進が終つたときは、観閲官に対し指揮者のみの敬

礼を行なう。観閲官はこれに対し２の(3)に準じ答礼を行なう。

(4) 観閲行進終了後、再び１に準じ栄誉礼を受ける。（ただし、場合に

より省略することがある。）


